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世
界
は
今
や
東
西
両

ミ
サ
イ
ル
競
争
に
よ
り
、

、
人
工
惑
星
が
誕
生
じ
、

力
圏
を
離
れ
て
月
世
界
(

可
能
と
な
り
つ

i

あ
る
i

に
、
泄
界
人
類
が
瞳
目
4

三
年
、
日
本
も
新
し
い
ず

に
行
わ
し
て
各
国
に
伍
し
健
全
｀
4

の
選
挙
歩
を
確
立
し
つ

4
あ
る
)
.

、

直

接

つ

な

か

同

慶

に

耐

え

な

い

と

こ

z

を

も

つ

選

挙

で

す

。

本
村
発
足
以
来
堅
持
さ

る

か

ら

す

る

こ

な
く
公
正
な
判
断
の
も
健
全
財
政
も
略
々
初
期
の
f

に
投
票
致
し
ま
し
よ
う
成
'
‘

投
票
所
は
入
場

入
し
て
あ
る
所

受
付
へ
入
湯
券

、

て

下

さ

い

よ
り
中
居
谷
地
区

肱川村教育委員会

ヽ

t

'

,

9

>

5

s
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久
下
、
予

広
報
施
設
併
設
何
れ
其
の
他
観
光
計
画

（
工
事
完
了
）

厚
生
簡
易
水
道
、
隧
埃
焼
却
場
、

内
道
路
補
装
等
あ
ら
ゆ
る
分
蜀
に

て
進
め
ら
れ
、
遂
次
そ
の
莫
大
な

業
の
完
成
実
現
を
み
っ

4
あ
る
わ

で
し
て
、
-
)
れ
一
重
に
馘
会
議
員

氏
の
深
い
認
醸
と
切
実
な
御
協
力

は
じ
村
民
各
位
の
絶
大
な
御
支

の
賜
し
て
洗
甚
な
感
謝
の
意
を

ず

る

ま

す

。

'

殊

に

業

で

あ

る

鹿

野

ダ

ム

の

オ

ー

ト

メ

イ

ョ

ン

新

土

．

使

強

短

り

a1 

賎
光
Jv（
 

お
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懐
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冒

0
9
'
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＇ 
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ゃ

＇
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発
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/'15'1 

行

役

ー 〇＂

こ
れ
ら

い
て
は
、

も
の
が
な
く
、
村
民
各
位
の
一

仰
協
力
を
お
頴
い
す
る
次
第
で

な
す
。
．

新
春
を
迎
え
る
こ

、
決
意
を
以
つ
て
、

設
に
邁
進
し
た

り
ま
す
3

も．，しーー，
1

9
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¥ ＼ 

口
〗

一
五
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て来友．査会河石
村沢;'員結辺島
さ，係候成川
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し

、I

淳

ー

，

今

年

は

空

前

の

結

婚

ふ

つ

う

錠

剤

と

ゼ

リ

t
剤

が

あ

る

？

協

生

岡

田

．

．

プ

ー

ム

が

予

想

さ

れ

る

使

用

が

簡

単

な

こ

と

は

錠

剤

で

．

朧

．

教

員

三

瀬

潔

ぷ

。

結

婚

す

れ

函

品

幽

啄

す

の

中

に

入

れ

泡

が

充

分

に

で

て

よ

く

四

国

電

力

大

野

秀

和

、

）
 

に
つ
い
て
‘
.
-
o
.
＼

口

節

る

の

が

当

然

と

も

い

え

這

け

て

か

ら

は

じ

め

て

き

き

め

が

あ

嘉

城

大

野

勝

之

．

妍
婦
診
察
日

＇

調

，

ち

が

、

そ

れ

に

ほ

赤

ち

り

｀

そ

れ

に

は

十

分

間

ぐ

ら

い

か

か

下

鹿

野

川

松

下

真

人

i

．ふ
".i

＇
一
月
よ
り
各
地
区
へ
家
族
計
画
の
．
戸
：

胎

ゃ

ん

の

受

入

れ

条

件

が

る

が

、

分

泌

の

少

な

い

女

性

は

も

っ

彩

地

土

井

和

美

^>

•• 

」]．
)，S

『
相
談
と
柾
婦
診
察
を
兼
ね
て
，
、
出
張
相

、

-

画

受

十

分

で

な

け

れ

ば

な

ら

と

時

間

が

か

か

る

。

は

じ

め

に

ツ

バ

下

大

和

子

茂

田

友

軍

.
心
:
-
：
・

／

談

に

応

じ

て

桑

り

ま

す
P
`
'
-
1
月

の

相

な

い

。

成

行

き

に

ま

か

が

湯

で

ぬ

ら

し

て

入

れ

た

方

が

よ

い

汗

生

上

川

英

樹

i

談

日

を

左

記

に

よ

り

実

施

致

‘

し

心

ま

す

な

、

水

に

入

れ

て

み

て

ア

ワ

を

た

て

て

建

設

省

，

三

丼

貴

夫

‘

全

せ

ず

蒋

来

の

家

族

計

画

。

計

二
が
ら
御
利
用
下
さ
い
。

族

安

定

た

て

て

＇

、

保

し

い

時

と

け

な

い

の

は

不

良

細

で

あ

る

。

即

影

地

徳

山

美

幸

一

,

7

!
！ピ`
ノ

P

、9

日
時
及
場
所
，

『！
‘

、

r

五

日

鹿

野

川

和

気

助

産

婦

宅

（

だ

け

妍

娠

し

出

産

す

る

効

性

で

確

実

な

の

は

ゼ

リ

ー

で

付

属

久

保

岩

井

秀

長

笏

の

が

今

日

の

常

識

で

あ

d
E
の

注

入

具

で

臨

寄

沐

く

ゼ

ー

ー

を

押

死

亡

．

‘

―

泰

‘

る

。

う

つ

か

り

紐

娠

し

し

こ

み

、

ま

た

コ

ン

ド

ー

ム

に

も

塗

影

F

f

地

岩

田

久

美

子

,
”
r
-
1
日
小
藪
集
会
所

1

―
二
日
矢
谷
公
民
館

て

か

ら

人

工

妍

娠

中

絶

と

い

う

危

険

一

る

と

え

の

破

れ

を

防

ぐ

し

す

ぺ

り

が

町

塩

見

．

熊

蔵

一

三

日

中

輝

小

学

校

し

．

一

一

六

日

中

居

谷

公

民

館

な

手

術

を

す

る

の

は

さ

け

た

い

も

の

．

｝

よ

く

て

へ

効

き

め

も

一

暦

確

実

で

あ

上

森

渭

h

本

章

一

る

。

立

ち

上

る

と

流

れ

で

る

の

で

注

汗

一

生

曽

根

ム

ラ

ヨ

＼
 

一
八
日
予
子
林
稚
蚕
飼
育
所
＇
で
あ
る
。

,
｀
月
由

日、一

受

胎

調

節

に

は

医

師

や

保

健

婦

と

｛

意

を

要

す

る

。

固

す

ぎ

た

り

、

水

つ

道

野

尾

東

、
ー
ニ

0
日

岩

谷

小

学

校

ー

ニ

三

日

宇

和

川

事

業

所

相

談

す

る

の

が

よ

く

、

さ

ら

に

確

実

：

ぽ

い

も

の

は

不

良

品

で

あ

る

。

本

村

下

鹿

野

川

川

中

末

光

一

ム

、

一

は

昭

和

三

十

二

年

か

ら

家

族

計

画

指

小

薮

高

野

政

夫

二

六

日

正

山

小

学

校

に

粧

娠

を

防

ぐ

に

は

コ

ン

ド

ー

ペ

ッ

サ

．

リ

ー

・

、

ス

ポ

ン

ジ

な

ど

の

い

一

定

村

と

な

っ

て

お

る

か

ら

、

家

族

計

中

津

篠

崎

亀

五

郎

＇

・

百

日

咳

予

防

注

射

ず

れ

か

と

避

妍

薬

と

を

あ

わ

せ

用

い

｛

画

に

つ

い

て

村

の

保

健

婦

が

担

当

者

爪

生

谷

山

、

下

茂

樹

こ
3
」

と

で

あ

る

。

こ

と

に

新

婚

夫

鑓

と

な

っ

て

指

導

に

あ

た

つ

て

お

る

。

影

地

徳

山

美

幸

、
実
施
に
つ
い
て
ナ
-

定
期
百
日
咳
予
防
注
射
を
実
施
致
は
コ
ン

F
ー

ム

と

避

妍

薬

が

適

当

で

一

家

族

計

画

に

関

心

を

寄

せ

/

9

ら

れ

黄

人

口

R

O

e

い
ま
便
用
さ
れ
て
い
る
避

□同
の

方

は

保

健

婦

に

一

切

の

相

談

を

男

四

。

0
七

0

：
し
ま
す
か
ら
該
当
者
は
必
ず
受
け
て
あ
ろ
う

精

子

を

殺

す

作

用

の

あ

る

：

し

て

貰

い

た

い

。

機

具

薬

品

も

ぉ

世

女

三

，

七

六

0

,

下
さ
い
。
該
当
者
こ
二
回
注
射
を
受
妍
薬
は
、

ド

ニ

ル

水

銀

と

硫

酸

オ

キ

シ

]

話

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

何

時

計

七

。

八

三

〇

け
る
者
、
昭
和
三
ー
ニ
年
十
二
月
一
酢
酸
ブ
エ

一
日
が
ぢ
昭
和
三
十
三
年
十
月
三
十
一
，
ヒ
ノ
リ
ン
が
主
成
分
で
-
国
家
検
定
]
で
も
ょ
い
申
し
出
て
貰
え
ば
指
導
い
世
帯
数
一
疇
四
八
八

日
ま
で
に
生
れ
た
者
。
一
回
注
射
を
に
よ
つ
て
効
力
と
安
全
が
保
証
さ
れ
了
た
し
ま
す
。
｀

「
か
い
と
」
将
来

い
合
薩
粘
膜
を
刺
激
せ
ず
毒
性
一

〗
丈
け
る
者
。
昨
年
三
回
・
・
の
注
射
を
受
て

．

一

も

少

い

の

で

安

心

し

て

使

え

る

。

-

]

村

の

人

口

動

態

～
一
け
た
者
。
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及
び
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